
◆ニックネーム・グループ名（人数）

Long 4 人

タイトル 命の安全をもう一度

活動実施日

20230822

３　すべての人に健康と福祉を

解決したい地域の課題「現状」
現状のハザードマップは多数あって結局どこに逃げて良いかわからない。理解できていない人が多い。

目指す将来の姿「目標」
多方面から危険箇所がわかりやすく、どこに逃げたら良いかわかりやすい防災マップを作る。

活動の内容

活動した成果・気づき

豊橋市高校生・大学生SDGsアクション

目指すSDGsゴール

1、豊橋の危険なところ見つける。実地調査。2、1で見つけたところで何が起こりそうか予想する。
3、2を元にわかりやすい防災マップを作る。そして第三者に見てもらう。

ただ単にに川があり堤防があるから危険と断定せずに堤防にどのような工夫がされているかなどよく観察して考え
たため、安心感を少し保つことができた。。地震、洪水と分野を分けるとわかりにくいが、一つにまとめてシンプ
ルなものが作れた。その街を知らない友達に見てもらい、見やすいと賞賛してもらえた。



◆ニックネーム・グループ名（人数）

4 人

タイトル 駅周辺以外の魅力探し

活動実施日

20230824

解決したい地域の課題「現状」

目指す将来の姿「目標」

活動の内容

活動した成果・気づき

G班

豊橋市高校生・大学生SDGsアクション

目指すSDGsゴール
１１　住み続けられるまちづく

りを

豊橋駅周辺は飲食店やイベントで賑わっているけど、駅周辺以外に魅力的な店やイベントが少ない。特に学生の遊
ぶ場所のほとんどが豊橋駅周辺になってしまっている。

駅周辺以外の店やイベントを増やして、駅周辺以外にも人が来るようにする。
駅周辺以外に人が流れることで普段行かないようなお店に興味を持ってもらえたり、それまで知らなかった豊橋の
新しい魅力を初めて知ることができるようにする。

のんほいパークにはどれくらいの人がいるのか、どの年代の人がいるのか、またどのような魅力があるのかについ
て調べた。活動の日は雨が降っていて、家族連れが少しいるくらいで客はほとんど居なかった。しかしのんほいパ
ークの動物のほとんどは天候に関係なく見ることが出来るし、屋内から見ることが出来る場所もあるため普段通り
楽しむことが出来ることがわかった。

天候に関係なく普段通り動物は見れるため、もう少し工夫すれば雨の日でも賑やかにすることができると考えた。
そのために、外のベンチに屋根をつける、雨の日限定の動物の行動を見れるようなサービスをする、地面の水はけ
をよくする、屋内のアトラクションを増やすなどといった改善をしていくべきであると考えた。そうすることによ
って駅周辺以外の魅力も増え、豊橋はもっと明るい町になると思う。



◆ニックネーム・グループ名（人数）

くまった 3 人

タイトル 小・中学生とスポーツ

活動実施日

20230630

３　すべての人に健康と福祉を

解決したい地域の課題「現状」

目指す将来の姿「目標」

活動の内容

活動した成果・気づき

豊橋市高校生・大学生SDGsアクション

目指すSDGsゴール

私たちは働き改革に合わせて、2020年度限りで豊橋市の小学校全ての部活動を廃止することに目を向けました。こ
れによって小学生に運動不足が生じることを課題として改善するためには何ができるかを考えました。

「ゴールデンエイジ」と言われるように、9歳から12歳ごろに運動経験を積むことで、飛躍的に運動能力が向上す
ると言われています。このことから、将来多くの子供達が大人になってもスポーツを楽しみながら生活を送ってい
けるように、部活以外でもスポーツがしやすいと思えるような環境を整えていくことが目標です。

私たちは今回地元のクラブチームのコーチに直接話を聞き、今の小中学生にとって部活が無くなってしまうという
ことがどのような影響を与えているのかを調査しました。話を聞いたクラブチームのスポーツは・サッカー・野球
です。また、夏休み中にラジオ体操が開催されているという地元の図書館に直接行き、どれくらいの人数の子ども
たちが参加しているのか、どのような雰囲気で行われているのかなどを実際に見に行きました。

話を聞いて分かったことは中学生年代はやはり部活が無くなるというのもあり、クラブチームに入る人が増加して
いる。小学生年代は色んな地域でチームが出来て自分達の時より明らかにチーム数が多い。とのことでした。また
図書館でのラジオ体操では多くの子ども達が参加しており、みんな楽しんで体を動かしていました。小中学校の部
活動がなくなってしまうことは、やはり多くの子ども達に影響を与えているということに気づきました。



◆ニックネーム・グループ名（人数）

RssNST 1 人

タイトル 余り物で作る美味料理

活動実施日

20230830

２　飢餓をゼロに

解決したい地域の課題「現状」

目指す将来の姿「目標」
食料破棄の削減です。

活動の内容

活動した成果・気づき

豊橋市高校生・大学生SDGsアクション

目指すSDGsゴール

「フードロス」です。冷蔵庫にある余り物を使わず、賞味期限が切れたり、放置されているのが勿体ないからです
。

家にあった余り物で、簡単に作れて、美味しく、SDGsのターゲット「2」「12」を目標にする事です。余り物や賞
味期限が近い物を使い、買い物で材料を買わずとも美味しい料理ができ、SDGsにも貢献でき、一石二鳥だと思った
からです？

余り物を減らせて冷蔵庫の中に空きが出来ました。余っている物でも自分好みの物を作れて、更にSDGsに貢献も出
来るので、作って損することは無いのかなぁと思いました。



◆ニックネーム・グループ名（人数）

Wk 1 人

タイトル

活動実施日

20230820

１４　海の豊かさを守ろう

解決したい地域の課題「現状」
西浜海岸にゴミが沢山落ちている！！

目指す将来の姿「目標」
西の浜だけではなく世界中の海をきれいにすること

活動の内容

活動した成果・気づき
ゴミ拾いで沢山の燃えるゴミやペットボトルなどを拾ってきました！

豊橋市高校生・大学生SDGsアクション

海をきれいにしよう

目指すSDGsゴール

毎月海のゴミ拾いをして21世紀に生きる私たちがきれいな海を守っていきたいです。毎月1回やってるグループに
参加して1時間掃除してきました。



◆ニックネーム・グループ名（人数）

青い光 1 人

タイトル ばあばの家の落ち葉拾い。

活動実施日

20230829

１２　つくる責任つかう責任

解決したい地域の課題「現状」
落ち葉が多くて汚く見えるからキレイにしたい。

目指す将来の姿「目標」
ゴミより植物が目立つ庭

活動の内容

活動した成果・気づき
庭がキレイになった。キレイにしたら、植物が見やすくなった。

豊橋市高校生・大学生SDGsアクション

目指すSDGsゴール

最近、庭が汚くなってきたし、ばあばの足腰が弱いから、僕がやりたいと思った。
これからも続けて見たいと思いました。



◆ニックネーム・グループ名（人数）

5 人

タイトル みんな集まれ豊橋市

活動実施日

20230804

解決したい地域の課題「現状」

目指す将来の姿「目標」

活動の内容

活動した成果・気づき

豊橋の5人

豊橋市高校生・大学生SDGsアクション

目指すSDGsゴール
１１　住み続けられるまちづく

りを

今、豊橋市が抱えている問題は過疎化、建物などの老朽化、若い人たちの遊ぶ場所が少ないことなどです。特に豊
橋市は駅前など限られた所しか栄えておらず、豊橋市内でも格差があることが問題として挙げられます。

豊橋市では、現状の人口を維持しつつ、人口の増加を図っていくことが目標になります。そのために必要なことは
、魅力のある観光名所をつくるべきではないでしょうか。豊橋市はこれといった観光名所がないのが現状です。例
えば、豊橋駅をもっと発展させていき豊橋市の魅力のひとつにしていくなどが必要になると思います。

今回、私たちは魅力にあふれ、生き生きとしたまちにする活動として三ノ輪中央公園でゴミ拾いすることにしまし
た。実際にゴミ拾い してみると目立つゴミはあまりなかったものの小さなプラ スチックゴミや風邪で飛ばされた
マスク、そして公園に併設してるゴミステーションか ら溢れたペットボトルが落ちていました。 
多くの ゴミが散乱していた訳ではありませんでしたが、目につかないところにゴミが溜まっていました。

今回の私たちの活動を振り返って、思うことはまず、公園にゴミが落ちていることから、ゴミ箱を設置することが
まず必要だと思いました。しかし、ゴミ箱を置いてしまうと家庭ゴミを勝手に入れられたり、分別がなっていなか
ったりする問題が生まれてしまいます。なのでそうならないために、地域の人たちが連携してゴミ拾いの日を設定
するとよいと思いました。またそれと同時にトイレやベンチなども清掃できると良いと思います。



◆ニックネーム・グループ名（人数）

ブルーローズ桜丘 10 人

タイトル ペットボトルが青い薔薇に！

活動実施日

20230718

１２　つくる責任つかう責任

解決したい地域の課題「現状」

目指す将来の姿「目標」

活動の内容

活動した成果・気づき

豊橋市高校生・大学生SDGsアクション

目指すSDGsゴール

SDGsの目標12「つくる責任、つかう責任」の達成のために注目されているアップサイクル。学園祭企画を通して、
アップサイクルという概念の知名度を上げたい。

生徒一人ひとりがアップサイクルを意識し、将来、生産者の立場になった際、計画的かつ持続可能な商品を開発で
きるようになって頂きたい。また、商品を購入する前に、アップサイクルができるかどうか考えて頂きたい。

各家庭や学園内で捨てられているペットボトルを収集した。そして、集めたペットボトルでペットボトルフラワー
（蒼い薔薇）を約3,000個作成した。そのペットボトルフラワーをおよそ10m×18mの布に貼り付け、学園祭の作品
として展示した。また文化祭当日に、この作品に込めた思いや、アップサイクルの概念について教室で展示を行っ
た。

ペットボトルフラワーの作成に関しては全校生徒（約2,000人）を巻き込むことができた。また、文化祭当日にア
ップサイクルに関しての展示を行ったため、展示会に来てくれた人に対してアップサイクルの意義を伝えられたと
考える。加えて、アップサイクルの認知度がいまだ十分ではないため、今後も活動を続けていきたい。



◆ニックネーム・グループ名（人数）

桜丘は豊橋筆を応援しています！ 5 人

タイトル 伝統的工芸品の豊橋筆で巨大水墨画アート！

活動実施日

20230718

解決したい地域の課題「現状」

目指す将来の姿「目標」

活動の内容

活動した成果・気づき

豊橋市高校生・大学生SDGsアクション

目指すSDGsゴール
１７　パートナーシップで目標

を達成しよう

豊橋筆について知っている人があまり多くない。小規模の家内家業が多く、職人さんの高齢化も進んでいる。豊橋
筆の知名度があまり高くないので、後継者の確保に苦労している。豊橋筆の知名度を上げたい。

伝統的工芸品である豊橋筆についての知見を深め、その製造や文化が途絶えないようにしたい。また、この企画を
通して、豊橋筆のみならず、地域の伝統的工芸品に目を向けてもらい、地域で支援をしていく。

豊橋筆を製造している職人さんの思いを知るために製筆所を訪れ取材を行った。職人さんが、「伝統的工芸品」で
ある豊橋筆にどのような思いを込めているのかを学んだ。そこで学んだことを活かし、縦10m横18mの布に豊橋筆を
使用し水墨画を描いた。加えて、豊橋筆についてより知ってもらうために、文化祭当日に製筆所で学んだことを黒
板に書きだし、パンフレットを配布した。

水墨画の製作段階で多くの桜丘生に関わってもらうことができた。その過程で豊橋筆のことについて話し合うこと
ができた。また、文化祭では桜丘生の保護者の方々に豊橋筆のパンフレットを配布し、職人さんの思いや、伝統的
工芸品について伝えることができた。さらに、作品を通して豊橋筆の魅力を伝えられたと考える。



◆ニックネーム・グループ名（人数）

4 人

タイトル オリジナルマップ

活動実施日

20230831

解決したい地域の課題「現状」
通学時に豊橋駅を利用する際、危ないな、不便だなと思うことが時々ある。

目指す将来の姿「目標」

活動の内容
豊橋駅周辺の地図に改善して欲しいところとどのように改善したらよいかを書き込む。

活動した成果・気づき

2組L班

豊橋市高校生・大学生SDGsアクション

目指すSDGsゴール
１１　住み続けられるまちづく

りを

危なかったり不備があったりする場所を自分たちが理解して周りに広めることで、多くの人に慣れている通勤通学
時にも気をつけようという意識をもってもらう。

豊橋市内でも発展している都市部の方でも不便なところがあることに気づいた。外国人やお年寄り、子供など自分
以外の立場からの視点で町開発について考えることが大切だと考えた。


